環境の世紀17　第6・7回　図書館前芝生エリア班

A．全員での評価軸
日陰の適度さ
・生協側は、歩道に沿って樹が植えられ、適度に（下からでも太陽が見える程度に）日陰がある。
・一方図書館側には樹がなく、日陰もない。

・他のエリアに比べて全体的に日陰は少ない。しかし、芝生がある場所は日なたのイメージがあるので、そもそも日陰はあまりいらないのではないか。
植え方の適切さ
・公園として近隣の方々に利用されている。

・矢内原公園と比較し、こちらは子どもの遊び場としての公園（←芝生）のイメージ

・芝生の中にいくつかの大木があるので、その下に集まって座りやすくなる
場に対する景観のふさわしさ
・銀杏並木から生協前の通路まで、一本の道になっている、その道に沿って樹も続いている
⇒キャンパス全体の景観を形作っている

・コミプラや食堂、図書館に囲まれている…ギャップとしての芝生

⇒周りの建物との調和、樹高が低い樹が多いため、ガラス張りである建物に陽が差す

・開放的で明るいイメージ

⇔休み時間に人が集まりやすい
生物種の豊富さ
・少ないイメージ（多数）、特に虫。　　⇔矢内原公園の蚊
・ハトやスズメなどの鳥はいる
体感温度の快適さ
・日陰が少ないので、夏は暑いがほかの季節では暖かい
B.グループでの評価軸
樹の手入れが行き届いているか
・銀杏並木は枝がかられると様子がガラッと変わるが、そのようなことはない

⇒整備されているの？
・樹が点在しているので、変化がわかりにくいからでは？
・ポプラに絡まったツタが下のほうは取り除かれているなど、放置されているのではないはず

落ち葉などの清掃はできているのか？
・矢内原公園や900番講堂前に比べて、落ち葉が地面にたまっているイメージはない
⇒そもそも落葉樹が少ないからではないか？清掃はされている？

・春になると芝生の真ん中のポプラ（樹木マップを見るとユリノキと書いてある）から降る白い綿が迷惑（多数）
⇔去年の春よりも今年の春のほうが量は減った気がする

・書籍部の前にある樹が落とす木の実が迷惑　踏んでしまったり、木の下にあるベンチが使えなくなったり
居心地の良さ
・日当たりがよく、ベンチもある

⇒暑い真夏以外は居心地がよい

食堂、購買に隣接しているためもあり、食事をとりやすい
・人がいつもいるため、複数人で滞在しやすい
⇔矢内原公園などにはある静けさはない（一人での滞在のしやすさ）
季節感
・芝生は夏のイメージ　それ以外にはあまり季節感はない

・銀杏並木のイチョウ、野球場のサクラなど、季節に応じて目が引くものがない

・そもそも樹が少ないから？

⇔しかし、樹を増やすと清掃、整備など管理の面で難しくなる
　　　　⇒季節感と管理を天秤にかけた結果、あえて季節感をなくしているのでは？
C.個人的意見
・鬼ごっこするのによい（広さ）

・銀杏並木や周囲の建物との調和…キャンパス計画としてのコンセプトを感じる

　⇒その結果としての季節感の排除？

・風通しが良い（賛否あり）

D.エリアをもっと素敵にする方法
・樹はもう少しあったほうがよいので、管理のしやすい樹を植えていく

・管理と季節感の両立のために、駒場東大前の駅を降りてから正門までにある下段のように、季節感を感じさせる花の花壇やプランターを置く
・木陰やベンチを増やし、より居心地よくする
